
1　本書のねらい

本書は樹木医を養成する教材とするため樹木医学に関連する諸分野にわたる最新の知識・技術を網羅
している。本書は主に樹木医研修受講者、及び第一線で活動する樹木医を対象とする。あわせて、樹木

の保護、樹勢回復、樹木治療等、樹木に関わる関係者に参照していただきたい技術図書である。

2　本書の構成

本書は総論 4章と各論 12 章により構成している。

本書の構成

樹木の植栽と管理に関わる一般的な知識と技術はここでは取り扱わず既存文献に譲る。
なお、自然再生に関わる知識と技術は、「自然再生の手引き」（（一財）日本緑化センター）、松枯れ防

除に関わる知識と技術は、「松保護士の手引き」（同）、植栽基盤の造成に関わる知識と技術は、「植栽基

盤整備マニュアル」（同）により、一括して解説している。

3　読みやすくする工夫

①ページ端にインデックスを付け、各章の位置を見つけやすくしている
② 各章節の終わりに、参考文献と推薦図書（当該分野について、あらかじめ読んでおくことが望ましい文献）を
掲載している。両方が重なる場合、参考文献に記載し先頭に☆を付けている

③各章節の重要な用語を索引一覧表として巻末に掲載している

総 

論

第1～4章 4つの章では、樹木医学とは、樹木保護に関わる諸制度、海外の樹木医関連制度、環境教育に
おける樹木医の役割、樹木の品質寸法規格基準と供給情報について、樹木医が社会に対し説明
責任を果たすために必要な知識と情報を解説する。

各 

論

第1～4章 「樹木」について、概論は、樹木とは、分類、成長のしくみ（第1章）、構造と機能は、樹木の
各部位のしくみ（第2章）、生理は、種子から成木・老樹へと成長する樹木の生育に伴う働き（第
3章）、生態は、樹木の集合体である樹林の構造や機能、海岸林の機能と保全（第4章）に関して
単木ないし樹林の取り扱いに求められる知識と技術を解説する。

第5章 樹木の病虫害に対し、原因となる菌類や害虫を予防・駆除する農薬の安全・的確な取り扱い、
登録農薬情報、総合的病害虫・雑草管理（IPM）について求められる知識と技術を解説する。

第6～9章 樹木の生育に被害を及ぼす要素について、菌類による樹木部位毎の病害、生きている樹木を腐
らせる腐朽病害（第6章）、動物がかかわる樹木部位毎の虫害、松枯れを引き起こすマツノザイ
センチュウとマツノマダラカミキリによる被害、ナラ枯れを引き起こすナラ菌とカシノナガキ
クイムシによる被害、鳥獣による被害（第7章）、樹木を取り巻く環境ストレスが及ぼす被害（第
8章）、樹木の生育基盤となる土壌から派生する被害（第9章）に関して診断と防除・対策に求め
られる知識と技術を解説する。

第10章 第6～9章で各々の被害について対処方法を説明している。ここでは、樹木を総合的に診断する
ための、外観診断、精密診断、倒木危険度判定を行い、対策の優先順位を決め、処方箋を作成
することに求められる知識と技術を解説する。

第11章 総合診断により作成した処方箋に基づく保全対策について、周辺環境の整備、根の外科手術と
発根促進、不定根の誘導、幹の外科手術、剪定、移植に求められる知識と技術を解説する。

第12章 保全対策として、後継樹の育成と遺伝子保存に求められる知識と技術を解説する。
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